
第1回
気候市民会議まつもと

Climate Assembly Matsumoto
2024年9月7日（土）13:00～17:00

松本市立博物館 講堂

主催：気候市民会議まつもと実行委員会

参加者：無作為選出された松本市民 49名



気候市民会議とは？

➢だれが？

社会の縮図となるように無作為に選ばれた
数十人～百数十人の参加者が

➢どのように？

バランスのとれた情報提供を受けて、参加
者主体でじっくりと議論（熟議）し

➢何をする？

議論の結果を提言などの形でとりまとめる

➢何のために？

とりまとめた結果は、脱炭素社会の実現に
向けた効果的な政策・対策を生み出すため
に活用する

※1970年代から複雑な社会課題の解決方法を
話し合う「ミニ・パブリックス」の取り組み。
※2019年以降、欧州を中心に国と自治体の双方で
気候市民会議(Climate Assembly)が多数展開。

出典：KNOCAウェブサイト
https://knoca.eu/map-of-national-assemblies/



2020札幌市

2023仙台市

2021川崎市
2022武蔵野市

2022江戸川区

2022所沢市

2023つくば市2023浦和美園

2023松戸市

2024松本市

2023日野市

2023多摩市

2023青葉区

2023逗子市
葉山町2023厚木市

2024茅ヶ崎市

2024二宮町

日本国内でも17地域、18市町で開催
（日本の気候市民会議
https://citizensassembly.jp/project/cd_kaken/jp-list）

松本市での開催は
全国で18例目
（19自治体目）

①長野県で初めて

②関東圏＋政令指定市
以外では初めて

③日本で最も西での開催

④日本で最も高い開催地



なぜ気候市民会議なのか？

•市民や事業者の⾏動変容を起こす
には、個⼈的、局所的な取り組み
では不⼗分。政策などの社会的な
取り組みが必要。

•排出削減に効果がある政策、取り
組みはある程度明確。が、松本市
や各地域には特性があり、解決方
法は複雑。

•異なる背景や経験を持つ多様な市
民が集まり、問題について知り、
ともに考え、話し合うことで、実
効性のある対策が⽣まれる。

（右図は茅野作成）



（名古屋大学・三上直之教授作成）



気候市民会議まつもと
(Climate Assembly Matsumoto, CAM)
松本市のゼロカーボンシティ実現へ向けた取り組みをさらに進展
させるため、市民自らが行動すべき事柄を検討し、アクションプ
ランとしてまとめ、松本市民および松本市へ提言することを目的
として開催します。

松本市民
16歳～74歳の方

参加表明
をくださった方

選出者
年齢層、性別、居住地域の
バランスを考慮して抽選

5000名
無作為抽出

274名
約5.5％の方々

50名

参加者 49名

抽選結果通知
最終意思確認



参加者の皆さんはどんな方々？

男性

48%女性

52%

性別
構成

16～19歳

8%

20代

14%

30代

14%

40代

20%

50代

20%

60代

16%

70～74歳

8%

年代
構成

16%

18%

16%20%

18%

12%

深志中・北（第一、第二、第三、東部、中央、城北、安原、城東、白板）

深志南（田川、庄内、鎌田、松南）

東山部（岡田、入山辺、里山辺、本郷、四賀）

南部（（中山、芳川、寿、寿台、内田、松原）

河西部（島内、島立、新村、和田、神林、笹賀、今井）

西部ブロック（安曇、奈川、梓川、波田）

居住
地域

男性

49%女性

51%

性別
構成

15～19歳

7%

20代

14%

30代

15%

40代

19%

50代

21%

60代

16%

70～74歳

8%

年齢
構成

14%

18%

17%18%

20%

13%

居住
地域

参考：市民全体



本日～今後の流れ

9月7日（土）
第1回

テーマ：気候変動の現状

情報提供者：
江守正多さん
（東京大学未来ビジョン研究センター教授）

浜田崇さん
（長野県環境保全研究所自然環境部主任研究員）

学び

50%
対話

45%

共創

5%

時間配分イメージ

2025年3月頃

気候市民会議まつもと 報告会

9月28日（土）第2回

テーマ：気候変動対策の取り組み
情報提供者：松本市、長野県、信州大学（予定）

10月26日（土）第3回

テーマ：気候変動対策の検討①
情報提供者：第2回までの議論を受けて調整

11月16日（土）第4回

テーマ：気候変動対策の検討②
情報提供者：第3回までの議論を受けて調整

12月14日（土）第5回

テーマ：市民アクションプランの検討①

学び

30%

対話

40%

共創

30%

学び

45%

対話

40%

共創

15%

2025年1月25日（土）第6回

テーマ：市民アクションプランの検討②

学び

20%

対話

40%

共創

40%
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